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白髪改善（および黒髪の維持）研究の成果を 

世界最大級の毛髪学会で発表 

 
大正製薬株式会社［本社：東京都豊島区 社長：上原 茂］（以下、当社）は、これまでボタンピ

エキスとブラックリバースペプチド１の組み合わせが、メラニン産生により白髪を黒髪に戻すこ

とや黒髪を維持することを解明してきました。 

 

このたび、当社、および Monasterium Laboratory※１、株式会社ネイチャーラボの 3 者で実施し

た白髪に関する共同研究成果を、第 12 回世界毛髪研究会議（WCHR※２）で発表しました。 

 

世界毛髪研究会議は、世界中の毛髪科学研究者が最先端の技術や研究を発表する世界的に権威の

ある国際学会であり、3 年ぶりにメルボルンで開催されました。 

発表内容及び実際の発表風景（Monasterium Laboratory※１が発表）は以下の通りです。 

 
※1 毛包特異的な色素産生メカニズムの存在を発見するなど、毛髪・皮膚科学研究の世界的な権威である Dr. Ralf Paus に 

より設立された研究機関 

※2 World Congress of Hair Research の略 

 

 

 

 
  

学会発表の様子 



 
 

   

【発表内容①】 

ボタンピエキスとブラックリバースペプチド 1 の組み合わせはメラニン産生を促進 
 

ヒト頭髪毛包器官培養系において、ボタンピエキス、ブラックリバースペプチド 1 及びそれらの

組み合わせによる毛包内のメラニン量への影響を評価しました。その結果、ボタンピエキスとブ

ラックリバースペプチド 1 の組み合わせにより、毛包におけるメラニン産生が有意に促進するこ

とが分かりました（図１）。 

 

 

 

Auber's line︓毛球部の最も太い部分を横断する線  
PU：メラニン量測定エリア  

 

 
図１．毛包におけるメラニン量への影響 

 
 

対照群 ボタンピエキス 0.025% ブラックリバースペプチド1  1% 
ボタンピエキス 0.025% 

+ 
ブラックリバースペプチド1  1% 



 
 

   

【発表内容②】 

ボタンピエキスとブラックリバースペプチド１の組み合わせは 
メラニン産生を担う細胞内小器官（メラノソーム）の形成・成熟を促進 

 
毛包におけるメラニン産生促進の機序を検討したところ、ボタンピエキスは毛包の色素細胞にお

いて、メラニン産生を担う細胞内小器官であるメラノソームの構成タンパク質『Gp100』の量を

増加させる傾向があることが分かりました。またその作用は、ブラックリバースペプチド 1 の併

用により有意に増強されました（図２）。つまり、ボタンピエキスとブラックリバースペプチド 1

の組み合わせは、毛包におけるメラノソームの形成・成熟をシナジー的に促すことで、毛包のメ

ラニン量を増加させることが示唆されました。 

 

 

Auber's line︓毛球部の最も太い部分を横断する線   
PU：Gp100 量測定エリア 

 
図２．毛包における Gp100 量への影響 

 

対照群 ボタンピエキス 0.025% ブラックリバースペプチド１ 1% 
ボタンピエキス 0.025% 

+ 
ブラックリバースペプチド１ 1% 

＊赤く染色されている部分が Gp100  



 
 

   

【本知見の活用及び今後の展望】 

当社は、ボタンピエキスやブラックリバースペプチド 1 のみならず、白髪を黒髪に戻す研究、黒

髪を維持する研究をこれからも行ってまいります。今後も、発毛・育毛、白髪、髪質など、頭皮・

毛髪に関わるトータルでのヘアケア研究を進め、生活者の皆さまのより豊かな暮らしの実現に貢

献してまいります。 

 

 


